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エントリー学校名： 
千葉県 千葉市立小中台南小学校 

活動名：  
『地域と創る外国語教育』 
～「広げる」「深める」視点から～ 

解決すべき課題︓ 

・新学習指導要領全面実施に伴い、小学校高学年から英語が教科化となり、これまで以上に小学校・中学 
校のそれぞれの役割と連続性を確認し、学習の充実を図る必要がある。 
・全学年で外国語活動・外国語に取り組むようになって数年が経つが、定期異動で大幅な職員の入れ替わり 
があり、活動や資料・教材の引継ぎが十分にできていない。 
・これまでの取り組みの中には多忙な担任にとって負担になることから継続が難しいものもあり、活動を持続的な
ものに改良していく必要がある。 

目標・方針： ～「広げる」「深める」視点から活動を見直し、改良しながら持続的なものに～ 
・「思いを伝え合う子どもの育成」を目指し、新学習指導要領に対応した充実した外国語教育を実施。 
・「担任が気負わずに一人でもできる外国語の授業」の実現に向けた環境づくり。 
・担任だけでなく、ALTや地域、外部機関の協力を得てできることの整理と連携強化。 

活動内容︓小学校・近隣小中学校・地域ボランティアそれぞれの役割を明確にし、連携しながら活動する 
小学校 
【児童への働きかけ】  
① コミュニケーションマナー（合言葉）の確認（資料１）②短時間学習「ハロータイム」の実施（全学年） 
③ 金曜日の English Day④ALT による朝学習・休み時間の特別レッスンの実施（資料２） 
【教師への働きかけ】 
① ワークシートや振り返りカードの保存先を全学年同じフォルダに整理 ②イングリッシュルームを授業教室と共 
に資料室としても活用できるように整備 ③理論・実技研修の実施（資料３）④振り返りカードやレッスンプラ
ンシート（資料４）を活用した打合せの充実（資料５） 
近隣小・中学校 
① 「教師用クラスルームイングリッシュ」掲示物を近隣小学校に送り、中学校区で同じものを使用（資料６  
市教育センターHPにおいても資料を公開）②パフォーマンステストの共同作成及び評価規準の確認③職場体
験で、中学生に中学校の勉強についてプレゼンしてもらう＆ノート展示（６年生対象）④中学校の先生による
出前授業（感染症予防の為、未実施） 
地域ボランティア 
① 学習ボランティアの要請をし、短時間学習の補助をしてもらう。（資料７）②神田外語大学の学生ボラン 
ティアによるイベントの開催。（資料８） 

活動の成果︓ 
・役割の整理と連携強化が、充実した外国語教育に繋がった。「外国語活動が好き」と答えた児童が３年連続

で９割を超え、「伝わって嬉しい」「わかって楽しい」授業を継続し続けることができた。 
・どの学年のどのクラスの担任も、無理なく外国語教育に取り組むことができた。 
アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
・活動を学校内だけでなく、地域全体で目的「思いを伝え合う子どもの育成」を共有することができたところ。 
・「誰もが一人でできる授業」を目指した体制や資料を作成することができたところ。 
・やりっ放しにしたり、単純に負担の大きいものをカットしたりするではなく、「広げる」「深める」視点で活動内容を
見直すことができたところ。 

 
 
 
 
  
  

  
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 
新しい活動に 

取り組む 

〇地域人材の活用 

 

〇ABC サーキット（神田外語大学ボランティア） 

 

カナダ出身の保護者に、ボラ

ンティアで短時間学習ハロ

ータイムのサポートをして

いただいた。発音練習では、

中学校英語で本格的に始ま

るフォニックス（音素）にも

触れた。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

資料１  合言葉「クリアイス」「クリリアイス」 

クリアイス 低・中学年 

「クリ」クリアボイス 

「アイ」アイコンタクト 

「ス」 スマイル 

 

クリリアイス 高学年 

「リ」 リピート 

「リ」 リアクション 

 資料２ 資料４ 

小学校 

 

ボランティア 

 

近隣小・中学校 

 

全校対象で、発達段階に

応じた内容で実施した。

体育館に設置された各ブ

ースをグループで回り、

英語の基本的な音声や表

現に慣れ親しんだ。 
資料６ 

 

資料７ 

 

資料８ 

 

 

 

 
これまでの活動を 

継続・改良する 

資料５ 

 

資料３ 

 




